
                                        

 

 

 
 
～師走の時節となりました～ 
 朝夕の通勤では、ライトを照らし車を走らせます。長い夜の始まりから冬到来を感じる時期とな
りました。朝 7時半過ぎ。西に広がる海、国道を走る車を見ながらアーチ門で立哨する頃、南の山
から朝日が顔を出してきます。幻想的な風景の中、登校児童と挨拶を交わし、ある子とはジャンケ
ンで朝の交流を楽しみます。最近、駐在の末永さんが、アーチ門の前の歩道に移動し、私と二人で
出勤を急ぐ車に仁王立ちで注意喚起をしています。ここ最近、随分と車速が遅くなりました。 

2学期終業の月になりました。子供たちとの会話では、クリスマスを楽しみにする話題もあがる
程です。昨日から気温が急激に低下し、どうもこのまま徐々に寒くなりそうです。本格的な冬の到
来です。本日の全校朝会では「上手に寒い 12 月を過ごしていこう＝適度な重ね着、適度な運動」
について話をしました。宮上先生による 12月生活目標「友達と仲良く過ごせる子供になろう」の
話では、友達と交わす言葉遣いについて指導したところです。身も心も温かいまま終業日を迎える
ことができるよう、「鍛え褒める」外海黒崎小教育を今後も進めてまいります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

じぶんから みんなと いっしょうけんめい 

長崎市立外海黒崎小学校 
令和４年度学校だより 
令和４年 12月 1日(木) 
校長 溝 川  浩 

や
れ
ば 

の
び
る 

子ども 

き
た
え 

ほ
め
る 

大人 

保護者の皆様へ ～12/16(金)懇談会参加のお願い～ 
2学期の教育活動も締めくくりの時期となりました。4月

の頃と比べ、子供たちは、学び・体・心の面で随分と成長し
ております。これまでのコロナ感染の未然防止、校内感染０
からも、保護者の皆様の理解と協力が伝わってまいります。 

12/16懇談会では、お子さんへの思いの質の高い保護者
に対し、一歩先を行く取組みとして、家庭で自発的な学習を
進めていけるよう、「家庭学習のすゝめ」について保護者の
皆様に提案させていただきます。詳しくは、懇談会の折に担
任から直接説明とお願いをいたします。そう遠くない将来、
お子さん自ら進路を選択する機会までに力を備えるための家
庭での取組みについてです。年末のご多用な時期ですが、ご
出席についてよろしくお願いいたします。 

 
 
前回学校だよりで話しましたが、最近、こ

ういった姿を学校で目にします。 
〇玄関の靴箱に靴を入れる際、最後に両手でか 
かとを揃える子が増えました。 

〇挨拶したあと軽くお辞儀する子が増えました。 
何気ないことですが、とても大切な社会性

です。目にした時にはぜひ褒めてください。 
できない子へは強制ではなく、見せて教えな
がら成長を見守ることをおすすめします。 

挨拶と履物そろえがよくなっています 

◆
ク
リ
ー
ン
作
戦
無
事
終
了
！
◆ 

昨
日
６
校
時
に
全
児
童
で
行
い
ま
し
た
。
ゴ
ミ
袋
６
袋
分
を
集
め
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
海
岸
漂
流
物
。
子
供
た
ち
に
も
言
い
ま
し
た
が
、
漂
流

物
は
海
（
他
国
や
地
域
）
か
ら
の
物
で
あ
り
、
地
球
規
模
で
ゴ
ミ
０
運
動
を
行
わ
な

い
と
い
け
な
い
趣
旨
で
学
び
を
深
め
ま
し
た
。
取
組
み
直
後
が
大
事
で
す
。
家
庭
で

の
実
践
に
つ
な
げ
て
く
だ
さ
い
。
応
援
い
た
だ
い
た
保
護
者
の
皆
様
に
お
礼
申
し
上

げ
ま
す
。
次
年
度
は
よ
り
多
く
の
参
加
が
で
き
る
工
夫
を
い
た
し
ま
す
。 

★
書
く
力
を
つ
け
る
こ
と
に
こ
だ
わ
っ
て
い
ま
す
★ 

  

子
供
た
ち
が
日
々
受
け
る
教
育
活
動
。
目
的
は
「
自
立
す
る
力
を
育
て
る
」
こ
と

に
あ
り
ま
す
。
か
わ
い
い
盛
り
の
小
学
生
で
す
が
、
数
年
後
に
は
「
選
択
」
を
迫
ら

れ
る
機
会
と
向
き
合
わ
な
い
と
い
け
ま
せ
ん
。
い
わ
ゆ
る
進
学
、
受
験
、
就
職
で

す
。 お

子
さ
ん
が
自
分
の
進
む
道
を
人
生
の
節
目
で
選
択
す
る
う
え
で
○
意
思
○
選
択

の
判
断
○
果
た
す
努
力
な
ど
様
々
な
力
を
身
に
つ
け
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

 

外
海
黒
崎
小
学
校
で
は
、
そ
う
い
っ
た
未
来
の
選
択
の
た
め
に
も
、
書
く
力
を
身

に
つ
け
る
こ
と
に
も
こ
だ
わ
り
、
日
々
の
授
業
を
行
い
、
宿
題
を
課
し
、
十
二
月
懇

談
会
の
折
に
は
、
家
庭
学
習
の
在
り
方
に
つ
い
て
提
案
し
協
力
を
お
願
い
す
る
よ
う

に
し
て
お
り
ま
す
。 

 

子
供
は
、
反
復
の
天
才
と
も
言
わ
れ
ま
す
。
同
じ
事
を
繰
り
返
し
読
ん
だ
り
書
い

た
り
話
し
た
り
運
動
し
た
り
。
こ
う
い
っ
た
優
れ
た
特
性
は
、
年
を
重
ね
る
ご
と
に

弱
く
な
り
ま
す
。
だ
か
ら
こ
そ
、
小
学
校
６
年
間
の
反
復
（
復
習
）
は
何
よ
り
重
要

な
学
び
方
な
の
で
す
。
い
ま
学
校
で
は
、
書
く
活
動
に
力
を
入
れ
た
指
導
を
行
っ
て

い
ま
す
。
例
え
ば
、
指
定
時
間
内
に
例
文
を
書
き
写
す
取
組
は
、
子
供
の
筆
記
力
や

集
中
力
、
耐
性
を
育
て
ま
す
。
や
が
て
鉛
筆
握
り
も
改
善
し
、
進
学
し
て
高
度
で
長

時
間
の
学
習
に
難
な
く
対
応
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。P

C

と
ノ
ー
ト
で
バ
ラ
ン

ス
の
よ
い
学
び
を
学
校
と
家
庭
の
両
輪
で
習
慣
化
さ
せ
た
い
も
の
で
す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

そ
こ
で
、
保
護
者
の
皆
様

に
重
ね
て
の
お
願
い
に
な
り

ま
す
が
・
・
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

★
学
習
準
備
の
習
慣
化
に
つ

い
て
ご
家
庭
で
の
指
導
、

支
援
も
お
願
い
し
ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

★
鉛
筆
の
準
備
（
研
ぎ
、

数
）
を
確
認
く
だ
さ
い
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

★
鉛
筆
の
持
ち
方
、
書
く
姿

勢
に
つ
い
て
は
、
小
学
卒

業
（
で
き
れ
ば
３
年
生
）

ま
で
の
習
慣
化
を
お
す
す

め
し
ま
す
。 

 


